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日
本
の
正
骨
術
の
古
典
、
吉
原
元
棟
（
隆
仙
．
？
～
一
八
○

○
）
の
『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
が
天
明
七
年
二
七
八
七
）
以

前
に
体
系
化
し
編
述
さ
れ
た
こ
と
を
第
一
○
五
回
本
学
会
で
中

津
藩
医
大
江
定
武
（
一
七
六
八
～
一
八
二
五
）
へ
の
吉
原
元
棟

直
筆
の
正
骨
術
允
可
状
を
根
擴
に
報
告
し
、
か
つ
三
人
の
校
訂

者
口
村
英
仲
（
長
州
）
・
和
田
謙
堂
（
龍
野
）
・
綾
含
弘
（
阿

耶
大
哉
・
丸
亀
）
に
よ
っ
て
本
書
が
完
槁
し
た
経
緯
に
つ
い
て

言
及
し
た
。
（
本
誌
五
○
巻
盲
互

そ
の
後
、
三
人
の
校
訂
者
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
な
っ
た

が
口
村
英
仲
（
長
州
）
・
綾
太
哉
（
丸
亀
）
に
つ
い
て
は
、
旧

藩
関
係
資
料
・
地
方
文
書
資
料
・
洋
学
史
関
係
資
料
等
か
ら
も

全
く
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
続
行

の
必
要
が
あ
る
。
綾
含
弘
（
阿
耶
大
哉
）
は
二
宮
彦
可
（
献
・

４
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
の
校
訂
者
和
田
謙
堂
の

家
系
と
同
書
の
成
立
年
代

蒲
原
宏

日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館

一
七
五
四
～
一
八
二
七
）
が
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
に
『
正

骨
範
」
を
出
版
し
た
時
に
校
訂
者
と
し
て
名
を
連
ね
、
丸
亀
に

在
住
し
て
い
た
の
は
確
認
で
き
る
が
藩
分
限
帳
・
町
医
記
録
に

な
く
詳
細
不
明
で
あ
る
。

綾
含
弘
が
『
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
」
の
最
終
校
訂
の
附
言
追
記

の
写
本
（
京
大
富
士
川
文
庫
本
キ
ー
四
六
）
に
よ
り
校
訂
の
経

過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
和
田
謙
堂
が
綾
含
弘
よ
り
先
に
帰
国
し
て
い

る
。
龍
野
藩
儒
家
股
野
玉
川
（
充
美
一
七
三
○
～
一
八
○
六
）

の
日
記
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
に
よ
る
と
、
謙
堂
は
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）
六
月
十
日
長
崎
で
の
医
業
出
精
で
褒
賞
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
年
に
帰
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
『
杏
蔭

斎
正
骨
要
訣
」
槁
の
校
訂
は
天
明
二
年
以
前
に
遡
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

和
田
謙
堂
の
正
確
な
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
家
系
と
略
歴

に
つ
い
て
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
一
）
三
月
股
野
充
美
編
の

「
諸
氏
略
系
・
天
部
一
・
無
足
人
家
系
譜
」
（
龍
野
市
立
歴
史
文

化
資
料
館
蔵
）
そ
の
他
の
藩
関
係
資
料
に
よ
る
と
大
略
次
の
よ

う
で
あ
る
。
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祖
父
和
田
嘉
右
衛
門
の
代
に
龍
野
藩
（
脇
坂
氏
）
に
仕
え
た
。

父
宗
左
衛
門
は
高
瀬
番
所
元
〆
等
を
勤
め
、
隠
退
後
は
静
休
と

称
し
た
。
謙
堂
は
長
男
、
妹
二
人
、
弟
一
人
。
初
め
医
学
を
同

藩
の
漢
方
医
松
尾
静
庵
に
学
び
一
時
姫
路
に
住
む
が
、
京
都
の

皆
川
漠
園
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
つ
い
で
長
崎
に
遊
学
し
吉

原
杏
蔭
斎
元
棟
に
学
び
天
明
二
年
帰
国
。
七
俵
加
増
さ
れ
三
十

五
俵
に
加
増
、
天
明
四
年
に
十
人
扶
持
と
な
っ
た
。
天
明
六
年

二
七
八
六
）
十
二
月
二
十
四
日
侍
医
と
な
り
新
知
百
石
を
賜
っ

た
。
寛
政
十
二
年
二
八
○
○
）
に
は
二
十
石
加
増
、
文
化
二

年
（
一
八
○
五
）
に
は
さ
ら
に
二
十
石
加
増
さ
れ
百
四
十
石
の

藩
医
と
な
っ
た
。

謙
堂
は
名
を
績
・
門
十
郎
・
順
伯
、
春
堂
と
称
し
た
。
皆
川

漠
園
に
は
明
和
二
年
二
七
六
五
）
春
に
入
門
し
、
当
時
二
十

六
歳
と
あ
る
か
ら
、
単
純
に
逆
算
す
る
と
元
文
四
年
（
一
七
三

九
）
頃
の
生
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
長
崎
か
ら
帰
郷
の
天

明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
は
四
十
三
歳
と
な
る
。

妻
の
名
は
不
詳
で
あ
る
が
酒
井
雅
楽
頭
臣
増
田
宅
右
衛
門
の

養
女
で
男
子
三
人
女
子
六
人
あ
っ
た
。
男
子
二
人
女
一
人
は
早

世
、
三
男
順
吉
は
医
業
を
継
が
ず
、
藩
士
前
田
四
郎
右
衛
門
の

三
男
純
造
（
簾
）
を
養
子
と
し
、
池
田
瑞
泉
（
京
都
）
に
学
ぱ

せ
医
系
二
代
目
を
つ
が
せ
て
い
る
。
二
代
春
堂
の
長
男
は
祖
父

と
同
じ
謙
堂
を
襲
名
し
医
系
三
代
を
つ
ぐ
。
初
名
を
先
之
助
、

字
は
純
・
号
を
謙
亭
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
五
月
二
十
六

日
家
督
相
続
し
百
石
を
賜
っ
て
い
る
．
弟
謙
斎
は
本
多
肥
後
守

藩
医
菅
江
世
民
の
養
子
と
な
る
。

三
代
謙
堂
の
長
男
春
堂
（
初
名
・
謙
太
郎
・
恒
）
が
医
系
四

代
を
つ
ぎ
、
弟
の
弥
次
郎
が
叔
父
菅
江
謙
斎
の
養
子
と
な
っ
た

が
、
廃
藩
後
の
行
方
は
詳
で
な
い
。
ま
た
和
田
家
の
墓
所
に
つ

い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
、
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

初
代
和
田
謙
堂
は
帰
藩
後
、
儒
臣
股
野
玉
川
と
の
交
流
が
密

で
あ
っ
た
こ
と
、
門
人
橋
田
謙
亭
が
伯
州
か
ら
入
門
す
る
な
ど

の
行
実
が
『
幽
蘭
堂
年
譜
」
に
見
え
る
。
正
骨
術
に
つ
い
て
の

記
録
は
未
見
で
あ
る
。

ま
た
長
崎
で
の
吉
原
元
棟
以
外
の
師
系
は
不
明
で
あ
る
。
一
幽

蘭
堂
年
譜
」
天
明
二
年
六
月
十
日
の
記
事
「
和
田
謙
堂
長
崎
へ

参
り
医
業
出
精
之
旨
七
俵
御
加
増
有
之
都
合
三
十
五
俵
之
高
ニ

ナ
ル
、
先
頃
謙
堂
長
崎
よ
り
持
参
之
品
色
々
差
上
候
由
」
が
傍

証
資
料
で
あ
る
。


